
山崎正和 評論「水の東西」【二項対立に留意しながら，筆者の主張を図式化しよう】
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ルーブリック評価
学習活動 評価規準 Ａ ５点 Ｂ ３点 Ｃ １点 得点

・個人が読み取った筆者 ・自分の読み取りをグルー 読み取った筆 筆者の主張を 筆者の主張が

の主張をグループで確 プに説明することができ 者の主張を説 読み取ること 何か，読み取

認し，図式化に用いる る。 明したり，他 ができた。 ることができ

内容（表現）を検討す ・グループのメンバーと意 のメンバーの なかった。

る。 見交換をしながら，重要 意見について

な内容を確認することが 検討すること

できる。 ができた。

・付箋を用いながら，１ ・色分けしたり線や矢印を 二項対立を意 二項対立を意 図式化のイメ

枚の紙に図式化してま 使用したりするなど，視 識し，よりわ 識し，付箋を ージができな

とめる。 覚的にわかりやすく図式 かりやすいよ 並べることが かった。

化できる。 う表現の工夫 できた。

を加えながら

図式化するこ

とができた。

・他のグループがどのよ ・まとめ方の相違点や共通 まとめ方の相 まとめ方の相 まとめ方の相

うにまとめたか確認し 点を見つけることで，筆 違点や共通 違点や共通点 違点や共通点

合う。 者の主張を確認できる。 点から，筆者 を見つけるこ を見つけるこ

の主張を確認 とができた。 とができなか

するとともに， った。

効果的なまと

め方について

考察すること

ができた。

・自分のグループに戻り，・他のグループのまとめを 自分たちのま 改善点が何か どのように改

再度図式化を検討する。 参考にしながら，自分た とめを客観的 理解すること 善すればよい

ちのまとめを改善でき に分析し，他 ができた。 か分からなか

る。 のグループの った。

まとめを参考

にしながら，

改善すること

ができた。

・まとめ方の要点（筆者 ・筆者の主張が何か，ま まとめ方の要 どのようにま まとめ方の要

の主張，図式化のポイ とめ方のよかった点や 点が掴め，筆 とめればいい 点が何か分か

ント等）を確認する。 見直すべき点は何かを 者の主張を図 か理解できた。 らなかった。

確認できる。 式化前より理

解することが

できた。

合計

今回の活動の振り返り グループワーク（対話・検討）や図式化の活動について，

感想をまとめよう。


